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ペムブロリズマブ+アキシチニブ療法
対象患者
1サイクルの期間
催吐性リスク

投与順 投与量 投与時間

① ペムブロリズマブ 200mg/body 30分

生理食塩液 100ｍL

1日量 用法

アキシチニブ 10mg 1日2回

【アキシチニブ投与量について】
 1回5mg1日2回、2週間連続投与し、本剤に忍容性が認められる場合には、1回7mg1日2回投与に増量することができ
る。連続2週間投与して本剤に忍容性が認められる場合には、更に最大1回10mg1日2回に増量することができる。
副作用がみられた場合は、必要に応じて、本剤を減量、休薬又は中止すること。減量して投与を継続する場合は、副
作用の症状、重症度等に応じて、1回3mg1日2回、又は1回2mg1日2回に減量すること。
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